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はじめに
　明治大学古代学研究所紀要第17号をお届けします。本号は、私どもの研究所と秋田県男
鹿市・同市教育委員会と共催で、2011年10月8・9日に開催したく男鹿市文化財シンポジ
ウム「秋田の米づくりはじまる一2000年前から現代ヘー」〉と、明治大学で2012年1月
21日に開催した公開研究会「古墳時代横穴式石室研究の新視点」での研究発表にもとつく
論文を掲載しました。
　男鹿シンポジウムは、高瀬克範氏が同市横長根A・三十刈両遺跡出土土器の種子圧痕をレ
プリカ法でイネであることを突き止めたことに端を発し、明治大学古代学研究所と男鹿市
が連携して開催したものです。従来であれば、研究成果は論文で公表することが多かった
ものの、近年は研究資料・資源が所在する地域で成果を公表する方式が増えつつあります。
わが研究所が2011年10月に奈良県桜井市との地域連携として纒向学を取り上げたのもこ
うした取組の一環です。
　この男鹿シンポジウムでは、2011年3月11日に発生した東日本大震災も話題となりま
した。過去の震災や津波被害を考古学的に究明すること、そしてそれを社会発信すること
が大切だという認識からです。この度の大震災には、災害という観点だけでなく、より広
く沖積平野の地形形成史のなかで人類史を考えることの重要性も痛感させられました。
　それから男鹿シンポジウムでは、1950年代から男鹿市で稲作に携わってこられた大越昇
さんから、米づくりの実際や移り変わりをお話し頂いたのも得難いものでした。私も小学
生の頃、毎年田植えや稲刈りなどを手伝い、今、弥生時代を学ぶ上でとても役に立ってい
ます。しかし大越さんは、田植えを手伝う子どもが、10m近くも離れた田圃の中にいる植
え手に見事に苗束を投げ渡す熟練ぶりや、昔の八郎潟べりの水田では塩分が入るものの、
かえってお米が美味であったことなど、今の私たちには想像しえない事実をも語られまし
た。米づくりは八十八の手間がかかると言われるように、多くの知識や熟練によらねばな
らないことをあらためて実感する機会でした。
　こうした地域連携が、頭でっかちになりがちな研究に広がりや奥行きをもたせる刺戟に
なる実例と言うべきでしょう。古代学研究は、古代が対象とはいえ、研究自体は現代の行
為です。災害や地域に学びながら、研究の柔軟さや視野の拡張を図るべきだと感じます。
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